














緒言 

われわれは,急性単球白血病患児末梢血より,単球の性状を有する白血病細胞株(THP-1)を

樹立し,昨年度はその細胞株の性状について報告した。この THP-1 細胞は,1)α

-naphthylbutyrate esterase 活性,2)リゾチーム産生能,3)感作羊赤血球およびラテックス

粒子貪食能,が認められることにより単球としての性状を保有する細胞株であることが確

認されている。一方株化されたマウスおよびヒト白血病細胞のあるものは

,dimethylsulfoxide,12-O-te-tradecanoyl phorbol 13-acetate(TPA),酪酸を含む種々の化

学物質により,より成熟した段階の細胞へと分化を誘導し得ることが知られている。今回わ

れわれは,THP-1 細胞培養系にこれら種々の化学物質のなかの一つ,TPA を添加した時に

,THP-1 細胞がより成熟した単球もしくはマクロファージ様の性状を獲得するに至ること

を見出した。このことはヒト成熟単球の免疫生物学的,生化学的研究に好適な素材を提供す

るものと思われたのでここに報告する。 


